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はじめに 
1855 年 5 月（安政 2 年 3 月）、開港地下田に 2 隻

の測量艦が来航した。司令長官ジョン・ロジャーズ

（John Rodgers）率いるアメリカ北太平洋測量艦隊

の旗艦ヴィンセンス号（Vincennes）と蒸気艦ジョ

ン・ハンコック号（John Hancock）である。筆者（後

藤）は前稿において、この測量艦隊の来航が、当時

の徳川幕府の外交政策に大きな影響を与えたことを

明らかにした（後藤 2012）。一方、測量艦隊そのも

のについては、これまであまり注目されてこなかっ

た、ということもあり、その具体的な活動内容など、

解明すべき多くの点が残されている 1)。 
北太平洋測量艦隊の活動を明らかにするためのひ

とつの大きな手がかりとして、同艦隊によって作成

された海図が考えられる。筆者は、2010 年 9 月中

の 2 週間、および 2011 年 8 月～9 月の 2 か月間、

アメリカ議会図書館とアメリカ国立公文書館で、測

量艦隊にかんする諸史料を調査する機会に恵まれた
2)。このときの調査によって、測量艦隊によって作

成された海図類も閲覧することができた。 
そこで本稿では、測量艦隊の活動にかんする「全

容」の解明については今後の課題としつつ、同艦隊

の活動の一端を示すため、筆者が調査した海図の目

録を紹介し、それにより明らかになった点について

説明を行いたい。先行するペリー艦隊の海図との関

連性など、再調査が必要な点も多々あるが、測量艦

隊によって作成された海図の目録そのものを紹介す

ることも、十分に研究上の意味があると考えられる。 
以下、行論においては、アメリカ合衆国と太平洋

とのかかわりを論じたうえで（Ⅰ章）、測量艦隊の派

遣の経緯を簡単に検討し（Ⅱ章）、最後に同艦隊によ

る海図の目録とその詳細について解説していくこと

としたい（Ⅲ章）。 
 

Ⅰ．アメリカ合衆国と太平洋世界 
欧米諸国が太平洋世界において本格的な活動をは

じめたのは、18 世紀のことである 3)。ロシアが派遣

したヴィトゥス・ベーリングの探検隊（第 1 次探検

隊 1725-30 年）にはじまる、欧米諸国による太平洋

探検は、ラッコ毛皮の商品的価値の「発見」がその

大きな契機となっている。ベーリング艦隊によるラ

ッコの「発見」で、北太平洋にはロシアの毛皮交易

船が多数進出し、さらにイギリスのジェームズ・ク

ック探検隊の航海記が 1784 年に公表され、ラッコ

の存在が広く知れ渡ったことで、太平洋は一挙に欧

米諸国による競争の場となった。北太平洋で獲得し

た毛皮をいち早く中国市場で売りさばく、という欧

米諸国の商船の「流れ」が形成されたのである。な

お、その経路の中継点にあたる日本列島にも、多く

の外国船が接近、あるいは来航し、徳川幕府の外交

政策に大きな影響を与えることとなる（平川 2008）。 
毛皮交易そのものは、毛皮獣の減少によって 19

世紀に入ると衰退していくこととなるが（木村 
2007）、それに代わり、今度は捕鯨業が盛んとなっ

た。とくにアメリカ合衆国の捕鯨業は、独立戦争以

降、イギリスのそれを抑えて、太平洋における中心

的な位置を占めるようになる。 
1810 年代には、日本列島近海がマッコウクジラの

豊富な漁場であることが「発見」され、それ以降、

この「ジャパン・グラウンド」にアメリカやイギリ

スなどの多くの捕鯨船が進出することとなる。さら

に、鯨の頭数の減少にしたがって、漁場は北へ北へ

と移され、1848 年にはアメリカの捕鯨船がベーリン

グ海峡を抜けて北極海にまでいたった（Tower 1907）。
この頃になると、アメリカの捕鯨船員が日本に漂着

するという事件も頻発するようになる。 
以上のように、18 世紀以降、欧米諸国による太平

洋進出が続くなか、測量も含めた太平洋の探検事業

が積極的に進められることとなる 4)。上記のベーリ

ング探検隊やクック探検隊に加え、フランスでは、

ラペルーズの探検隊（1785-88 年）が派遣されてい

る。 
ラペルーズ艦隊が千島列島近海を探査したように、

環太平洋に位置する日本列島もまた、探査事業の対

象地であった。クックの探検隊に同行していたイギ

リスのヴァンクーバーによる探検隊（1791-95 年）

は、北アメリカ大陸太平洋岸について「キャプテン・

クックを凌ぐ最高精度の海図を完成させた」といわ

れている（木村 2007: 173 頁）。そのヴァンクーバー

探検隊をなす 2 隻のうち、チャタム号の船長であっ

たウィリアム・ブロートンは、1795 年から 98 年に

かけて、サハリンから揚子江にいたる「北太平洋で
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唯一遺された空白地域の測量」を実施し（横山 2001: 
274 頁）、その途次、1796 年に室蘭に寄港している。

彼はその後、日本列島の太平洋岸を測量しながら南

下していった。 
このようにイギリス、ロシア、フランスによる太

平洋探検事業の歴史から考えると、アメリカ合衆国

による太平洋探検は、やや時期が遅い。アメリカ海

軍により、チャールズ・ウィルクス率いる太平洋探

検隊が派遣されたのは、1838 年から 1842 年にかけ

てのことであった 5)。 
ただし、時期としては他の西洋諸国に遅れたとは

いえ、旗艦ヴィンセンス号をはじめ、合計 6 隻の軍

艦からなるこの艦隊は、「それまでどの国も送り出し

たことのない、最大規模の海洋探検隊」であったこ

とに特徴がある（ペリー 1998: 95 頁）。中～南部太

平洋と南極海、および南北アメリカ大陸太平洋岸を

踏査し、動物や植物の標本など、太平洋にかんする

膨大な情報を本国にもたらしたウィルクスの業績は、

以後のアメリカによる太平洋進出の前提となったと

いっても過言ではない。実際、アメリカ北太平洋測

量艦隊も、このウィルクス艦隊の「遺産」を継承し

ているのである。 
 

Ⅱ．アメリカ北太平洋測量艦隊の派遣 
1840 年代は、アメリカ合衆国の太平洋政策にとっ

て大きな画期となった時期である。まず、1844 年に

清国と間で締結された望厦条約によって通商の拠点

を拡大させたことは、東アジア地域におけるさらな

る商業的発展を期待させることとなった（Johnson 
1979）。そこに、アメリカ大陸太平洋岸への到達と

いう動きが重なった。ポーク大統領政権の下、アメ

リカは 1846 年にイギリスからのオレゴン割譲を実

現し、1848 年には米墨戦争の結果としてカリフォル

ニアおよびニューメキシコを獲得したのである（山

岸 1995）。蒸気船の技術向上と相まって、ここに、

太平洋航路の開設による中国市場への迅速な到達と、

それによるイギリスとの対抗という課題が、高い現

実性を帯びて急浮上することとなった。 
こうした太平洋航路の開設計画をいわば正当化す

る役割を果たしたのが、捕鯨業であった。鯨数の減

少とともにアメリカ捕鯨船が漁場を北方に向かって

次々と移していったことは前述した。しかし、北太

平洋海域については正確な海図もなく、難破する船

も増加していた。このような遭難するアメリカ人た

ちの保護という問題が、当時のアメリカ政府に突き

つけられていたのである。その一方で、この捕鯨船

員の保護という課題こそが、莫大な費用を要するで

あろう北太平洋航路開設計画に「大義名分」を与え

ることとなった（ペリー 1998: 143 頁）。 
ペリー艦隊の派遣とは、まさに太平洋蒸気船航路

の開設と、アメリカ捕鯨船員の保護という二大事業

を目的としたものであった。中国市場にいたる航路

上に位置する日本列島は、薪水や食糧の補給地とし

て、かつ、漁業に従事するアメリカ人の避難港とし

て、「開国」させる必要があったのである。 
そして、北太平洋測量艦隊の派遣もまた、太平洋

航路開拓と捕鯨船員保護という目的と密接にかかわ

っていた。この派遣経緯についてはすでに（後藤 
2013）でも述べたところであるが、もう少し詳細に

その経緯を追っていきたい。 
1852 年 1 月 21 日、上院通商委員のウィリアム・

ヘンリー・シワードより、北太平洋海域の海図作成

のための艦隊派遣を提言する議案が提出された。そ

れは、「中国を往来する航路上にあるベーリング海域、

中国海域、ガスパル海峡、ジャワ海峡という、捕鯨

船が主に用いる海路の探査・観測」のため、海軍の

一隻またはそれ以上の艦船を派遣し、それに見合っ

た士官を雇うという内容であった 6)。 
その際、シワードは議案とともに報告書を提出し

7)、そのなかで、ベーリング海峡近海で操業する捕

鯨船の遭難の頻発を指摘し、それらの事故が、同海

域の海図がないことによって引き起こされていると

主張した。彼は、捕鯨業を保護することは「アメリ

カにとって明らかに利益につながることであり、か

つ義務でもある」と述べている。 
同時に、シワードにとって北太平洋の海図を作成

することは、東アジア諸国の貿易の発展にもつなが

ることであった。彼は、同じ報告書のなかで、「まれ

にみる幸運のもと、アメリカによるカリフォルニア

領有によって、中国および他の東洋諸国との貿易は

あらたな勢いを得ている」と主張した。捕鯨船保護

の問題と相まって、「商業的利益、海事競争、そして

人道に関する全ての考慮が、政府に対し、これらの

海域の探査と観測を求めている」として、海軍の艦

船による北太平洋海域の測量実施を政府に要求した

のである。 
シワードによる議案が審議を経て、最終的に決議

されたのは、1852 年 8 月 31 日のことである。この

決議をうけ、アメリカ海軍では、同年 9 月 23 日、「ア

メリカの捕鯨船および貿易船が頻繁に行き交うベー
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リング海域、北太平洋、中国近海について、軍事お

よび通商の目的により測量・探査を実施する遠征の

司令長官」として、カドワレイダー・リンゴールド

（Cadwalader Ringgold）が任命された 8)。 
艦隊は、旗艦ヴィンセンス号をはじめ、艦隊のな

かで唯一の蒸気艦であるジョン・ハンコック号、お

よびブリッグ船ポーポイズ号（Porpoise）、スクーナ

ー船フェニモア・クーパー号（Fenimore Cooper）、
補給船ジョン・ケネディー号（John P. Kennedy）の

計 5 隻から構成されることとなった。 
実はリンゴールド自身、および測量艦隊を構成す

る艦船は、前述のチャールズ・ウィルクスによる太

平洋探検隊と密接に関わっている。リンゴールドは、

ウィルクス探検隊においてポーポイズ号の艦長とし

て参加しており、ウィルクスからその功績を高く評

価されていた人物である 9)。リンゴールドが北太平

洋測量艦隊の司令長官に任命されたのも、彼のウィ

ルクス艦隊での経験が重視されてのことであろう。 
また、北太平洋測量艦隊の旗艦ヴィンセンス号は、

ウィルクス艦隊の旗艦でもあり、また、リンゴール

ドがウィルクス艦隊で指揮していたポーポイズ号も、

測量艦隊に加わることとなった。さらに、リンゴー

ルドは海軍長官に対し、ウィルクス艦隊で使用され

た子午線儀を北太平洋測量艦隊においても使用した

いと求めている 10)。リンゴールドは、ウィルクス艦

隊を継承する一大事業として、この北太平洋測量艦

隊の役割を捉えており、大きな成果があがることを

期待していたのである。 
約 8 か月の準備期間を経て、1853 年 6 月 11 日、

艦隊はヴァージニア州ノーフォークを出港した。喜

望峰経由のルートで、後述するように途中から 2 班

に分かれ、それぞれ測量を実施しながら中国近海を

目指し、1854 年 3 月から 5 月にかけて、艦隊は香

港に集結した。 
この香港で、測量艦隊の活動は中断を余儀なくさ

れることとなる 11)。当時、太平天国の乱により清朝

国内が揺れており、それは、香港や広東に在住する

外国人たちの商業活動や生活にも影響を与えていた。

しかし、マシュー・C・ペリー率いる東インド艦隊

が日本に集結していたため、アメリカ人たちを保護

する艦船が中国近海に不足していたのである。その

ため、広東在住のアメリカの商人たちはリンゴール

ドに保護を要請し、その要請に応じて、しばらくの

間、測量艦隊が中国近海に留まることとなった。 
しかし、その滞在中にリンゴールドは病に冒され、

断続的な高熱に襲われるようになった。療養中、彼

は当面の艦隊の指揮をジョン・ハンコック号のジョ

ン・ロジャーズ（図 1）に委ねた。しかし最終的に

は、日本との条約締結を終え、香港に戻ってきたペ

リーの指揮の下、1854 年 8 月 1 日、リンゴールド

からロジャーズへ測量艦隊の司令長官の職が移るこ

ととなり、リンゴールドはアメリカ本国に送還され

ることとなった。 
リンゴールドからロジャーズへの「交代劇」は、

実際にはもっと複雑であり、リンゴールド自身、ペ

リーの指揮に対してかなり反発し、アメリカ帰国後

にはこの司令長官交代の不当性を訴える活動を行う

が、これらの詳細については、別の機会に論じるこ

ととする 12)。ここでは、1854 年 8 月 1 日以降、測

量艦隊の司令長官にジョン・ハンコック号艦長ジョ

ン・ロジャーズが就任したこと、それに伴い、ロジ

ャーズは旗艦ヴィンセンス号に移乗したこと、の 2
点を確認しておきたい。それは、アメリカ国立公文

書館に所蔵される北太平洋測量艦隊の海図の基本的

性格とも密接に関わっているのである。 
 
 
 
 

図 1 ジョン・ロジャーズ肖像 
（アメリカ議会図書館所蔵） 

34



Ⅲ．測量艦隊の海図目録および解説 
（１）海図目録について 
アメリカ北太平洋測量艦隊にかかわる海図類は、

アメリカ国立公文書館のⅡ館（カレッジパーク）内

にある図像資料室（Cartographic and Architectural 
Records Section）に収蔵されている。 
測量艦隊の海図類は、ウィルクス探検隊による海

図、ペリー艦隊による海図、および1858年から1859
年にかけてジョン・M・ブルックがフェニモア・ク

ーパー号によって太平洋の測量を実施した際の海図

とともに 13)、アメリカ海軍水路局の海図類をまとめ

た同館刊行の目録（図 2）にその詳細が掲載されて

いる 14)。ただし、その目録は「ハワイ諸島」や「日

本」などのように、地域別に海図をまとおり、艦隊

ごとの分類とはなっていない。本稿で紹介する目録

とは、アメリカ国立公文書館所蔵の海軍水路局関係

の海図類から、北太平洋測量艦隊による海図を抽出

したものである。 
以下、目録の各項目について説明していきたい。

なお、上記の国立公文書館刊行の目録と区別するた

め、以下、公文書館刊行のものは『文書館目録』と

記し、単に目録という場合には、本稿で紹介する目

録を指すこととする。 
「目録番号」とは、『文書館目録』による通し番号

のことである。先述のとおり、海図は作成した艦隊

別ではなく、地域ごとにまとめられている。「地域」

の項目についても、『文書館目録』の分類通りとした。

「目録番号」で抜けている番号は、他の艦隊によっ

て作成された海図であることを意味している。「史料

番号」の項目は、「目録番号」とは別にそれぞれの海

図に付された番号である。同じ「目録番号」であっ

ても、海図は 1 枚とは限らない。たとえば「琉球」

の「目録番号」1625 は、2 枚の海図（451. 36. #6, #7）
から構成されている。そのため、公文書館で閲覧申

請をする際は、「史料番号」で請求することが原則で

ある 15)。 
「目録番号」ではなく、「史料番号」でその総数 

を数えると、海図ではないもの（クロノメーターの

記録表〈目録番号 93: 史料番号 181.36, #79a。以下、

93: 181.36, #79a のように記す〉など）も含め、実に

100 点におよんでいる 16)。また、縦あるいは横の長

さが約 4 メートルにも及ぶ海図もあり（1560: 451. 
36. #13）、こうした海図は、複数枚に分割されて収

蔵されている（項目「分割枚数」を参照）。なお、「縦

×横(cm)」に示した海図の大きさについて、複数枚

に分割されている海図は、それらをつなぎ合わせた

全体の大きさを示している。 
海図の題名については、「原題」とあるように、『文

書館目録』に掲載されている史料名ではなく、海図

そのものに記された原題を採用した。原題がない場

合には、『文書館目録』中の史料名を（ ）内に記し

ている。また、その海図が対象とする地域の「日本

語地名」も併記した。 
「作成年月」についても、原則として海図に記載

されている年月を採録した。ただし、年月が海図に

記載されていないもので、筆者あるいは『文書館目

録』により推定されているものについては、（ ）内

にその年代を記した。また、推定が困難なもので、

『文書館目録』に “ca.”（about）として年代が記さ

れているものについては、同目録による表記通りの

年代を< >内に記載した。 
「測量船」に関しては、その対象地域の測量を実

施した艦船の名前を記しており、基本的には海図に

記載されている通りである。なお、測量艦隊がおそ

らく参考として持参していたと考えられる海図など、

同艦隊による作成に該当しないものについては、「－」

と同項目に表記した。 
最後に、「縮尺」は『文書館目録』に記載されてい

る “1 inch to approx.2 nautical miles”などの縮尺

の表記を採用した。ただし、煩瑣となるため、原則

として “approx.”（約～）の表記は省略している。

なお、その他の「縮尺」の表記方法についても、『文
図 2 『文書館目録』表紙 
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書館目録』の記載を採用している。 
 

（２）海図からみる測量艦隊 
続いて、これらの海図から判明する測量艦隊の活

動について解説したい。 
まず先述のように、測量艦隊の海図としてアメリ

カ国立公文書館に収められている海図は、基本的に

ジョン・ロジャーズが、病により退職したリンゴー

ルドを継いで同艦隊の司令長官に就任した 1854 年

8 月 1 日以降のものである。また、それ以前の海図

として、ガスパル海峡のもの（1960: 451.36, #22）
があるが、これは、ロジャーズが司令長官に就任す

る以前、ジョン・ハンコック号を指揮していた時の

海図である。つまり、北太平洋測量艦隊の海図は、

リンゴールドによる成果を除いた、ロジャーズによ

る測量活動の成果として保管されているのである。 
一方、リンゴールドが司令長官をしていた期間の

成果として、オーストラリア近海の測量があげられ

る。1854 年の春に香港に続々と測量艦隊の艦船が再

集結したことは先述したが、それ以前、艦隊は大き

く二つの班に分かれて測量活動を行っていた。一方

は、ロジャーズ率いるハンコック号と、ジョン・ケ

ネディー号、フェニモア・クーパー号の 3 隻による

東南アジア海域の測量である 17)。上記のガスパル海

峡の海図は、この測量時の成果である。もう一方は、

リンゴールド率いるヴィンセンス号およびポーポイ

ズ号によるオーストラリア近海の測量である。リン

ゴールド自身、このオーストラリア近海の測量調査

は、中国近海の測量と並び、アメリカ合衆国の新た

な貿易活動に資するものとして重視していた 18)。し

かし、リンゴールドによるオーストラリア近海測量

の成果は、測量艦隊の海図としては残されていない。 
それでは、リンゴールドによる測量成果はどうな

ったのであろうか。この点については、今後の調査

課題とせざるを得ないが、次のように推測すること

は可能であろう。先述のようにリンゴールドからロ

ジャーズへの司令長官の交代は、穏便に実施された

わけではなく、リンゴールド自身の強い反発を伴う

ものであった。そのため、リンゴールドが作成した

海図類が、ロジャーズには引き継がれなかった可能

性を指摘できる。リンゴールドはアメリカ合衆国へ

の帰国に向けて香港を出航する直前の 1854 年 9 月

3 日、海軍長官に対し、自身の活動にかんする報告

書を帰国後に提出する、と述べている 19)。この帰国

に際し、リンゴールドは海図をロジャーズに引き継

ぐことなく、アメリカ合衆国に持ち帰ったのではな

かろうか。いずれにせよ、海図の所在も含めて、今

後調査を進めていきたい。 
次に、北太平洋測量艦隊の海図を概観すると、同

艦隊による新規の成果も多い一方で、先行するイギ

リスやロシアによる測量成果に基づくものも少なく

ないことが分かる。たとえば、敦賀湾から津軽半島

までの日本海岸側を測量（走測）したフェニモア・

クーパー号による海図（1578: 451.36, #23、図 3）は、

世界周航を果たしたロシア海軍のクルーゼンシュテ

ルンの艦隊による海図と 20)、イギリス海軍のリチャ

ーズによる海図を利用している 21)。なお、海図に記

された “Notes” には、クルーゼンシュテルンやリチ

ャーズによる測量結果と、クーパー号による測量結

果の誤差について説明がなされている。さらに同海

図は、シーボルトによって刊行された日本地図を利

用している。シーボルトの地図とは、1828 年（文政

11 年）に日本から国外追放されたシーボルトが、伊

図 3  津軽海峡（上）および能登半島（下） 
（1578: 451.36, #23より） 
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能忠敬による地図を含めて日本滞在中に収集した資

料をもとに刊行した『日本』の図録に掲載された地

図のことを指す 22)。シーボルトによって欧米世界に

公表された日本の地図は、ペリー艦隊によっても利

用されており（今津 2007）、日本の地形を知る上で、

最新の情報であったといえよう。 
ペリー艦隊による測量成果も、北太平洋測量艦隊

にとって重要な参考資料であり、同時に再調査の対

象でもあった。測量艦隊司令長官の交代に際し、ロ

ジャーズはペリーから下田や箱館、あるいは琉球の

測量結果を知らされたと考えられる。 “Verification 
of the Chart of Commodore Matthew C. Perry”（ペ

リー提督の海図の検証図） として、箱館および下田

の海図が残されているのである（1555: 451.36, #33a 
/ 1574: 451.36, #34a）。また、琉球本島と西方の慶良

間諸島を描いた海図は、主にペリー艦隊の成果から

作成しつつ、経度については測量艦隊により計測し

た旨が注釈に記されている（1625: 451.36, #7、図 4）。

ペリー艦隊の測量成果は、それ単独としてではなく、

より専門性の高い北太平洋測量艦隊に継承されるか

たちで、アメリカ海軍に蓄積されたのである。 
目録には、測量艦隊による海図の原図だけではな

く、1856 年に測量艦隊がアメリカへ帰国し、任務を

解かれた後に刊行されたものも含まれている。『文書

館目録』の分類では測量艦隊の海図となっているが、

たとえば最も年代が新しいものとして、1902 年とい

う海図がある（445: 553.46, #1）。海図自体は、1868

年に刊行されたものを基礎に、1894 年 11 月と 1895
年 2 月に「広範囲にわたる修正（Extensive correc-
tions）」を加えた海図、と注記がある。その 1895 年

の修正版に、さらに修正情報を書き加えたものがこ

の海図であり、朱書で 1902 年の修正であることが

記されている。北太平洋測量艦隊の成果は、20 世紀

に入ってなお、アメリカ海軍にとって重要な情報の

基礎をなしていたといえよう。 
刊行という点でいえば、測量艦隊の成果である海

図の刊行は、大きく遅れることとなったようである。

1858 年 4 月 12 日付の上院への報告書において、ア

メリカ海軍省は、ロジャーズによる測量艦隊の成果

の刊行をどのように行うのか、という議会からの質

問に答えるかたちで、次のように刊行状況を伝えて

いる。まず、すでに刊行がなされた海図として、①

カムチャツカ半島アバチャ湾口（目録に該当なし）、

②セントローレンス湾（1525: 181.36, #77 をもとに

刊行か）、③ベーリング海峡（2014: 191.33, #81 をも

とに刊行か）、④太平洋の危険地を記したもの（95: 
272.42, #51。95: 272.42, #50 はその原版と思われる）、

⑤白河河口とその針路（1657: 451.36, #27 をもとに

刊行か、図 5）が挙げられている 23)。また、印刷中

の海図として、ガスパル海峡やクロノメーターの記

録表が挙げられ、印刷に向けた準備中のものとして、

日本の戸田や下田、あるいはボルネオ島が紹介され

ている。 
1858 年段階ですでに刊行済みという①～⑤のな

かで、実際に刊行された海図を確認することができ

たものは、④である。測量艦隊の海図類のなかにも

その印刷物が収められているが（95: 272.42, #51）、
まったく同じ地図をアメリカ議会図書館の地理・地

図室でも発見することができた 24)。 
そのほか、1868 年に刊行された海図も目録中に 

確認することができる（2020: 191.33, #80 など）。し

かし、1858 年から 1868 年の間に刊行されたものに

ついては確認できず、1858 年の時点で印刷準備中で

あった上記の海図類についても、発見することがで

きなかった。 
測量艦隊の成果が具体的にどのようなかたちで公

表されたのか、という点については今後の調査課題

であるが、それらの刊行が早急に、かつ積極的に進

められたわけではないということが、1858 年 4 月

の海軍省報告書からもうかがうことができるであろ

う。その要因として、ロバート・ジョンソンは、測

量艦隊の成果の刊行をめぐるリンゴールドとロジャ

図 4 海図の原題 
（1625: 451.36, #7より） 
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ーズの確執があったと指摘している。つまり、両者

が互いにその成果が自身のものであることを海軍長

官に訴え、そのため、刊行に向けた作業は「互いの

反感によって阻害され続けることとなった」という

（Johnson 1967: p. 142）。さらに、それらの刊行が

なかなか進展しないなかで勃発した南北戦争により、

測量艦隊の成果の全刊行は実現されなかったといわ

れている（ペリー 1998: 154 頁）。 
これらの成果の未刊行という問題こそが、アメリ

カ北太平洋測量艦隊に従来大きな注目がなされなか

ったひとつの大きな要因ともいえるであろう。ジョ

ン・ペリーが述べるように、ペリー艦隊の大部の公

式遠征記録の刊行は、歴史研究の格好の素材を世に

示した（ペリー 1998: 150 頁）。また、北太平洋測量

艦隊の前提ともいえるチャールズ・ウィルクスの探

検隊も航海記を刊行している。しかし、リンゴール

ド、およびその後任のロジャーズによる北太平洋測

量艦隊は、両者の反目もあってか、航海記も刊行さ

れず、その成果である海図の公表もなかなか進まな

かった。先述のようにアメリカ海軍内では北太平洋

測量艦隊による成果がその後も長らく利用され続け

るのであるが、世間一般においては、その存在は忘

れ去られていったといえよう。 
 

むすびにかえて 
本稿を通じて、筆者がアメリカ国立公文書館で調

査したアメリカ北太平洋測量艦隊の海図類を紹介し

た。しかし、残された課題は多い。リンゴールドに

よる成果はどのようなかたちで、そしてどこに保存

されているのか。ペリー艦隊による海図と、北太平

洋測量艦隊の海図は、どのような関係にあり、また、

両者はどのようなかたちでアメリカの太平洋政策の

展開に利用されたのか。これらの点の解明が必要で

あろう。また、『文書館目録』を詳細に見ると、同目

録で北太平洋測量艦隊の海図として掲載されている

もの以外でも、たとえばジョン・ブルックによる

1858-1859年の測量に測量艦隊の成果が利用されて

いたということが判明する。今後は、ブルックによ

る海図も調査が必要となるであろう。アメリカ海軍

による太平洋探査、あるいは政府レベルの太平洋政

策という大きな観点から、引き続き研究・調査を続

けていきたい。 
最後に、筆者が専門とする日本史研究とアメリカ

北太平洋測量艦隊の関係についても言及しておきた

い。北太平洋測量艦隊の航海記録が刊行されなかっ

たことは、日本史研究の文脈においても、同艦隊の

存在が研究者のあいだで軽視・看過されるという結

果につながったと考えられる。しかし、ペリー艦隊

とともに、アメリカ北太平洋測量艦隊もまた、太平

洋航路の開設と捕鯨船員の保護というアメリカ合衆

国の太平洋政策と密接にかかわっていたのであり、

両方の艦隊に注目してこそ、アメリカが日本開国の

先鞭をつけたことの歴史的意義がより一層明らかと

なるであろう。筆者の前稿（後藤 2012）に加え、本

図 5 白河河口の海図 
（1657: 451.36, #28より） 
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稿による海図の目録の紹介が、アメリカ北太平洋測

量艦隊にかんする研究の進展につながることを期待

したい。 
 
注 

1) 測量艦隊にかかわる研究史については、（後藤 
2012）で簡単な整理を行った。 

2) 大阪大学大学院文学研究科「多言語多文化研究に

向けた複合型派遣プログラム〔OVC プログラム〕」

（日本学術振興会「組織的な若手研究者等海外派遣

プログラム」）による。なお、筆者が実施した調査の

報告書については、『多言語文化研究に向けた複合型

派遣プログラム 派遣成果最終報告書（平成 21 年度

～平成 24 年度）』（大阪大学大学院文学研究科、2013
年）、23-24 頁、135-137 頁を参照。 

3) とくにことわりがない限り、以下のⅠ章からⅡ章

にかけての記述は、欧米諸国と太平洋世界との関係

についてその概略をまとめた後藤（2013）による。 
4) 以下の記述については、タイユミット（1993）お

よび横山（ 2001）を参考にした。 
5) ウィルクス探検隊の航海記として、Charles 

Wilkes, Narrative of the United States exploring 
expedition. During the years 1838, 1839, 1840, 
1841, 1842, Vol. 1-5 (Philadelphia, 1849) を参照。 

6) 32nd Congress, 1st Session, Senate, Bills and 
Resolution, No. 143. 

7) 32nd Congress, 1st Session, Senate Report, No. 
43. 

8) Records Relating to the United States Survey-
ing Expedition to the North Pacific Ocean, 
1852-1863 (National Archives and Records Ad-
ministration〈NARA〉, R.G.45, N.A.M.88, Roll. 1).
なお、以下の艦隊出航前後の経緯については、同史

料、および同 Roll. 2 による。 
9) Narrative of the United States exploring expedi-

tion, p. xvii. 
10) Ringgold to J. C. Dobbin, the Secretary of the 

Navy, March 11th, 1853 (Records Relating to the 
United States Surveying Expedition, Roll. 2). 

11) 以下、中国近海における測量艦隊の動向について

は、Johnson（1967: pp. 109-113）を参照。 
12) この「交代劇」について刊行されている基本的史

料として、リンゴールド側の視点に立ったものでは

あるが、Memorial of Commander Cadwalader 
Ringgold, United States Navy, to the Congress of 

the United States, praying to be reinstated on the 
active list of the service, together with corre-
spondence between the secretary of the Navy 
(Washington D. C., 1856) がある。 

13) ブルックは北太平洋測量艦隊に参加しており、同

艦隊で測量することのできなかったハワイ経由の太

平洋航路を測量するため 1858 年に派遣された。し

かし、翌年の夏に神奈川沖で難破する。安政 5 年

（1858）に締結された日米修好通商条約の批准のた

め、万延元年（1860）にアメリカ合衆国に派遣され

た徳川幕府の遣米使節団を助けた人物こそ、このブ

ルックである。ブルックは咸臨丸の水先案内人とし

て同艦に乗り、アメリカへの帰国を果たしたのであ

った（Johnson 1979）。 
14) United States Hydrographic Office Manuscript 

Charts in the National Archives (Washington D. 
C.: National Archives and Records Service, 1978). 

15) なお、目録番号 150: 史料番号 272.42, #63 の絵

図（風景画）については、所在が不明である。アメ

リカ国立公文書館では、複数の海図がフォルダには

さまれて収蔵されている。何らかのミスで、他のフ

ォルダに紛れ込んでいる可能性もあるが、いずれに

せよ、文書館スタッフの尽力にもかかわらず、調査

最終日まで同史料を発見することはできなかった。 
16) 測量艦隊の海図がアメリカ国立公文書館に収蔵

されていることについては、すでに横山伊徳により、

「米国国立公文書館にロジャーズ艦隊による海図原

図が、ペリー艦隊測量図を訂正したものも含めて 20
点程残っている」と紹介がされている（横山 2001: 
295-296 頁）。この「20 点程」というのは、おそら

く「地域」が日本となっているものを指しているの

であろう。 
17) この時のロジャーズの測量活動については、

Johnson（1967: pp. 106-109）を参照。 
18)  Ringgold to Dobbin, December 25th, 1853 

(Records Relating to the United States Surveying 
Expedition, Roll. 2). 

19) Memorial of Commander Cadwalader Ring-
gold, p. 38. 

20) なお、クルーゼンシュテルン艦隊に同行し、1804
年に長崎に来航したのが、遣日使節ニコライ・レザ

ノフである。 
21) リチャーズについては、イギリス海軍大佐ジョー

ジ・ヘンリー・リチャーズ（George Henry Richards）
のことと思われるが、詳細は未調査である。 
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22) 『日本』図録 1 巻（中井晶夫・八城圀衛訳、雄松

堂書店、1978 年）。 
23) 白河河口の測量について付言しておきたい。北京

へと進むうえでも重要な意味を持っていた白河（現

海河）の測量は、本来の測量艦隊の調査対象ではな

かったようである。しかし、アメリカ外交使節を北

京まで送る際の針路を測量するという、リンゴール

ドと、本国から中国に派遣された外交官ロバート・

M・マクレーンとの約束にしたがって、リンゴール

ドが司令長官を辞した後の 1854 年 10 月、ジョン・

ハンコック号とフェニモア・クーパー号によって測

量が実施されることとなった（Johnson 1967: pp. 
117）。 

24) Register-Charts of Reported Dangers of the 
Pacific Ocean, Catalog No. 910a 1857u, Geogra-
phy and Map Reading Room, Library of Congress. 
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付記 
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